




要約:

  兄弟がいづれも学習障害(またはその疑い)をもつ 8同胞例(うち 3組が双胎)について、

神経心理学的検策を行い、学習障害のタイプおよぴその障害機序について、同胞間で共通

性があるかどうかを検討した.その結果(1)8 組のうち 7 組が.同胞間で共通の学習障害タ

イプに属した、(2)障害をもつ感覚系(聴覚音声系、視覚連動系)は、8 組とも同胞間で共

通した、(3)同胞間で異なる学習障害タイプに属した 1 組を除き、7 組において同胞間で

きわめて類似した神経心理学的機能障害を示した、(4)5 組において、音韻の認知韓害が

同胞間に共通して認められたことなどが明らかとなった.以上の結果から、学習障害の同

胞例では、兄弟間で学習障害のタイプのみならず、共通の神軽心理学的障害機序をもつ場

合が多いことが示唆された.

 欧米で指摘されるように、学習障害が家族性に生じる可能性があることを指摘した.


